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ご
ん
り
ょ
や
っ

東
北
大
学
は
本
年
六
月
で
創
立
満
九
十
四
年
で
あ
る
が
、
艮
陵
同
窓
会
（
医
学
部
同
窓
会
）
で
は
、
す
で
に
平
成
四
年
に
母
校
創
立
百
十
周

年
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
窓
会
で
は
仙
台
に
県
立
医
学
所
が
開
設
さ
れ
た
明
治
五
年
二
八
七
三
五
月
十
一
日
を
、

母
校
創
立
の
日
と
定
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

仙
台
に
は
、
そ
れ
以
前
に
も
西
洋
医
学
の
教
育
機
関
が
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
文
政
五
年
（
一
八
二
三
藩
医
学
校
藺
科
の
創
設
で
あ
る
。

こ
の
藺
科
創
設
は
大
槻
玄
沢
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
初
代
学
頭
渡
部
道
可
は
医
学
校
藺
科
に
つ
い
て
「
吾
藩
を
以
て
嗜
矢
と
な
す
」

と
書
い
て
い
る
。
道
可
は
学
頭
就
任
後
間
も
な
い
文
政
七
年
に
五
十
二
歳
で
急
死
し
、
そ
の
後
藺
科
は
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
。

明
治
五
年
三
月
、
東
京
で
西
洋
医
学
を
学
ん
で
い
た
藩
医
中
目
斉
（
三
十
七
歳
）
と
石
田
真
（
三
十
五
歳
）
は
仙
台
に
戻
り
、
着
任
早
々
の

仙
台
県
参
事
兼
県
令
心
得
塩
谷
良
翰
三
十
七
歳
）
に
建
議
し
て
、
県
立
医
学
校
と
私
立
共
立
病
院
を
設
立
す
る
。

共
立
病
院
は
明
治
十
二
年
県
に
移
管
さ
れ
県
立
宮
城
病
院
と
な
り
、
医
学
校
も
宮
城
病
院
附
属
医
学
校
と
な
る
。
さ
ら
に
、
明
治
十
六
年

に
は
甲
種
宮
城
医
学
校
お
よ
び
同
附
属
医
院
と
な
る
。

初
代
文
部
大
臣
森
有
礼
は
明
治
十
九
年
に
中
学
校
令
を
公
布
、
そ
れ
に
伴
い
同
二
十
年
仙
台
に
第
二
高
等
中
学
校
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
四

年
制
の
医
学
部
が
創
設
さ
れ
る
。
甲
種
宮
城
医
学
校
は
第
二
高
等
中
学
校
医
学
部
に
吸
収
さ
れ
る
が
、
実
習
病
院
と
し
て
は
そ
の
後
も
県
立

宮
城
病
院
を
使
用
し
た
。
同
二
十
二
年
医
学
部
は
片
平
丁
に
新
築
移
転
す
る
。
二
十
七
年
に
は
高
等
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
第
二
高
等
中
学
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校
医
学
部
は
第
二
高
等
学
校
医
学
部
と
な
る
。

明
治
三
十
四
年
全
国
の
高
等
学
校
医
学
部
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
第
二
高
等
学
校
医
学
部
は
仙
台
医
学
専
門
学
校
と
な
る
。
同
三
十
七
年
、

清
国
の
留
学
生
周
樹
人
、
後
の
魯
迅
が
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
、
約
一
年
半
在
学
す
る
。

明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
六
月
、
東
北
帝
国
大
学
設
置
の
勅
令
が
公
布
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ま
ず
札
幌
農
学
校
を
母
体
と
し
て
農
科
大
学

を
発
足
さ
せ
、
後
に
仙
台
に
理
科
大
学
を
開
設
し
て
、
総
合
大
学
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
農
科
大
学
の
開
学
は
四
十
年
九
月
、
理
科
大
学

の
そ
れ
は
四
十
四
年
一
月
で
あ
る
。
農
科
大
学
の
大
学
院
学
生
に
は
札
幌
農
学
校
卒
業
の
市
川
厚
一
が
い
た
。
彼
は
大
正
二
年
東
京
帝
国
大

学
大
学
院
に
留
学
し
、
山
極
勝
三
郎
教
授
の
指
導
で
ウ
サ
ギ
の
タ
ー
ル
癌
を
つ
く
る
実
験
に
成
功
し
、
後
年
山
際
教
授
と
と
も
に
学
士
院
賞

を
受
賞
す
る
。

明
治
四
十
五
年
三
月
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
は
東
北
帝
国
大
学
に
吸
収
さ
れ
、
医
学
専
門
部
と
な
る
。
こ
れ
は
帝
国
大
学
に
医
科
大
学
を

発
足
さ
せ
る
準
備
で
あ
っ
た
。
専
門
部
の
教
員
・
学
生
は
専
門
部
が
医
科
大
学
に
昇
格
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
医
科
大
学
が

設
立
さ
れ
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
教
員
は
医
科
大
学
に
引
き
継
が
れ
ず
、
学
生
も
専
門
部
と
は
別
個
に
入
学
者
募
集
が
行
わ
れ
、
専
門
部

の
学
生
は
年
次
を
追
っ
て
全
員
が
卒
業
し
、
専
門
部
は
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
開
学
は
大
正
四
年
で
あ
る
。
九
州
帝
国
大
学
は
、
大
学
の
開
学
は
明
治
四
十
三
年
で
、
本
学
よ
り
遅
い
が
、

福
岡
に
あ
っ
た
京
都
帝
国
大
学
第
二
医
科
大
学
を
母
体
に
し
て
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
医
科
大
学
の
開
学
は
明
治
四
十
四
年
で
あ
り
、
本
学

よ
り
早
い
。
大
正
に
入
る
と
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
を
母
体
と
し
、
そ
れ
に
医
科
大
学
を
新
設
し
て
札
幌
に
北
海
道
帝
国
大
学
を
新
設

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
く
る
。
も
し
東
北
よ
り
も
先
に
北
海
道
に
医
科
大
学
が
創
設
さ
れ
れ
ば
、
東
北
の
地
に
医
科
大
学
が
生

ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
危
倶
か
ら
、
東
北
帝
国
大
学
は
医
科
大
学
の
新
設
を
急
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
北
海
道

帝
国
大
学
は
、
大
正
七
年
に
農
科
大
学
を
東
北
帝
国
大
学
か
ら
引
き
継
い
で
開
学
し
、
同
八
年
医
学
部
を
新
設
し
て
い
る
。

以
上
の
経
過
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
た
ど
り
た
い
と
思
う
。
（
東
北
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
）


